
【第２報】 ●●管内 エリアキャストのムカデ咬傷事象について

【発生日時】 2026年 8月 4日（火）11︓20頃

【発生場所】 東名阪自動車道 下り線 御在所SA

【件 名】 2026年度 東名阪自動車道 ●●管内維持修繕業務

【受注者名】 中日本ハイウェイ・メンテナンス名古屋（株）

【概 要】 エリアキャストが休憩後に靴を履き灰皿清掃に向かった。
歩行中足に痛みを感じ、靴を脱いだらムカデがいたもの。

【被害状況】 人的被害︓左足親指の咬傷

【時 系 列】
8月4日
11︓20 事象発生（直後、お湯で患部を温める応急処置を実施）
12︓15 ●●からメンテ当番に事象の報告あり。
12︓30 本人は咬傷後、様子を見るも痛みも無いため、当日の勤務終了時刻の12︓30で帰宅。
12︓30 メンテ当番からNEXCO当番班長へ事象報告。
13︓00 メンテ本社へ事象報告。
14︓30 ●●から本人に確認を行い、その後も様子は変わらず痛み等も無いとのこと。

【報 道 等】 なし

2026年 8月4日 14：30時点



【位置図】

【ムカデが進入したと思われる箇所】

発生箇所：みえ川越雪氷基地

休憩所で靴を脱ぎ休憩していた際
ムカデが靴内に進入したと想定

【噛まれた箇所】

休憩所

発生箇所



【現場の対策状況】
ムカデの忌避剤の散布は、入口付近に実施していた。
また、ムカデに噛まれた対処方法のポスターを掲示し周知を行っていた。
（そのため今回、お湯で応急処置を行うことができた）

←有毒生物
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【今後の対策】

侵入経路への忌避剤散布・保護具や靴を履く前の確認を実施する。

また、ムカデ咬傷や蜂刺され後の対処法（応急処置）について再周知を行い、被害後に
間違った対応を行わないようにする。


